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映像文化に関する一考察

一大衆時代の芸術 としての映画一

服 部 裕

AStudyonMotionPictures
astheArtoftheMassAge

HiroshiHATTORI

Abstract

Sincethe丘rstscreenshowintheworldthatwasheldbythebrothersLumiさrein "GrandCafe"inParis

1895,thefilmshavebeendevelopedveryrapidly.AsareasonfortheirgreatsuccessweCanindicatethattheir

characterswereinperfectaccordwiththatofthemassageofthe20thcentury.Thankstotheincreasing

populaceandthetechnologicaldevelopment,thefilmshad,asWaiterBenjaminpointed,apossibilitytobea

newformofartsinthemassage,Inthefaceofthismassage'scharacterofthefilmswerealizethatthere

aredifferentwaysandpurposesinfilmexpressions:thefirstisthecommercialcharacter,thesecondisthe

characterof"1apolitlquedesauteurs"andthelastisthepropagandacharacter.

はじめに 二表現媒体としての映画の特殊性

映像商品として消費されるだけの映画について語るこ

とに,何か意味があるだろうか｡活字商品としての物語

や小説の場合,語るに値する対象とそうでないものとの

類別を批評家なる知識人があらか じめ行なっているた

め,こうした自問はあまり生まれない｡そもそも文学な

るものは知識人と称する者だけのために生産されている

商品だから,それについて語ることは知識人の特性から

して当然のこととみなされている｡しかるに,映画の場

合は少し趣が違 う｡映画については,少なくとも日本に

おいては多くの場合,その商品価値を高めるために語ら

れることが普通である｡だから,映画について語ること

は,長らく映画評論家 と称する人々の独壇場であったし,

逆に公に映画を語る者はみな ｢映画評論家｣の名をいた

だいてしまう｡作品論にしろ映画作家論にしろ,純粋に

そのものを際立たせようとするひたむきな営みはあまり

多くない｡映画評論の世界にあって淀川長治は,氏もま

た映画の商品価値を高める作業をテレビという映画と根

本的に相容れない媒体で長年行なってきてはいても,咲

像作品そのものに光をあてる以外の関心をもたないとい

う意味において希有を存在である｡

文学と違って,映画はかつてはいわゆる知識人とそう

でない者が,同時に同空間で体験する以外のなにもので

もなかった｡その発展期に早 くもベンヤ ミンが定義 した

ように,映画は同時的に大衆を動員できる複製技術時代

の芸術であり(1),｢今｣｢ここ｣に限定された芸術作品の｢一

回性｣ という特性から逸脱 した,産業としての商品価値

を内包していた｡ビデオの普及によって,映画体験の同

時性 と同空間性はかなり崩れてきているが,映画が文学

やクラシック音楽などの他の表現媒体に比べて,知識人

とそうでない者が共有する頻度がかなり高い対象である

という事実はかわらない｡これが,冒頭述べた映画につ

いて語ることへの蹟いの一つの原因であるともいえる｡

｢知識人｣にとって,映画はそもそも語るに値する対象

なのか-大衆にいっときの慰めや興奮を与えるだけのよ

うにみえる映画について,そもそも何を語る必要がある

のか-

反面,例えばジョン ･フォー ドのモノクロ時代の 『駅

馬車』や 『荒野の決闘』の荒野に写る空の音さの圧倒的

な実在感に打ちのめされたとき,われわれは重い幸福感

のなかで,映画を語る言葉をもたない自らの欠落感に襲

われる｡生身の自分の存在そのものよりはるかに重い実

在感をもたらす映画とは,いったい何なのか･=この感覚

が映画について語ることを蹟 うもう一つの原因であるo

映画について語る観客であるわれわれの言葉は,何 と色

あせていることか｡蓮実重彦が 『リュミエール』を創刊

したのは,この自らの言葉の非-実在感を認めた上で,

映画そのものをなお一層輝かせるための言葉をさがす場
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